
赤
木　
初
期
防
災
の
情
報
伝
達
方
式
の

多
様
化
と
い
う
観
点
で
は
、
設
置
費
用

が
安
価
な
Ｆ
Ｍ
電
波
に
よ
る
緊
急
地
震

速
報
機
は
有
効
で
あ
る
。
学
校
等
の
教

育
施
設
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

緊
急
地
震
速
報
は
人
的
被

害
の
防
止
・
軽
減
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
で
、
現
在
策
定
中
の
防
災
行
政
無

線
の
基
本
計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
。

赤
木 

血
液
の
難
病
に
苦
し
む
患
者
へ
の

治
療
法
に
造
血
幹
細
胞
移
植
が
あ
る
。

し
か
し
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
移
植

希
望
者
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が
適
合
し
て
も
骨

髄
提
供
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
４
割
程

度
あ
る
。
そ
の
た
め
骨
髄
提
供
に
伴
う

ド
ナ
ー
助
成
制
度
の
創
設
が
必
要
だ
。

市
長　

ド
ナ
ー
は
全
国
で
40
万
人
、
県

は
4
千
人
以
上
が
登
録
し
、
提
供
す
る

場
合
に
は
数
日
間
の
入
院
が
必
要
。
移

植
推
進
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
必
要
な

施
策
を
講
じ
た
い
。

【
各
種
証
明
書
等
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
】

赤
木　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
と
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
推

進
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

全
国
の
72
市
町
村
が
実
施
。
コ

ン
ビ
ニ
を
活
用
す
れ

ば
市
民
の
利
便
性
に

寄
与
で
き
る
が
費
用

や
運
営
コ
ス
ト
な
ど

で
導
入
は
厳
し
い
。

住
基
カ
ー
ド
の
発
行

は
約
２
千
枚
、
２
・

１
％
が
保
有
。
今
後

普
及
に
努
め
た
い
。

赤
木　
導
入
を
検
討
し
た
時
期
と
現
在

で
は
、
導
入
へ
の
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
窓
口
業
務
の
負
担
軽
減
、

ま
た
職
員
の
定
員
適
正
化
等
と
深
く
関

連
す
る
た
め
更
に
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

【
介
護
保
険
の
受
領
委
任
払
制
度
】

赤
木　
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
対
象

者
は
生
活
保
護
、
非
課
税
、
低
所
得
等

の
世
帯
だ
が
、
制
度
の
利
用
者
は
高
齢

者
世
帯
で
あ
り
、
年
金
生
活
者
世
帯
で

あ
る
。
改
修
工
事
費
を
全
額
支
払
う
こ

と
は
、
一
時
的
と
は
い
え
、
経
済
的
負

担
は
大
き
い
。
制
度
の
拡
充
策
を
う
か

が
う
。

市
長　

施
工
業
者
等
に
も
制
度
を
理
解

し
て
頂
き
準
備
が
整
い
次
第
実
施
す

る
。

福
嶋　
『
長
崎
県
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
虎

の
巻
』
は
、
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ

た
の
で
、
早
速
、
雲
仙
市
に
行
っ
て
担

当
者
か
ら
話
を
聞
い
て
き
た
。

　
長
崎
県
は
、
野
生
動
物
の
専
門
家
を

県
職
員
と
し
て
採
用
し
、
イ
ノ
シ
シ
対

策
Ａ
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
を

平
成
21
年
度
か
ら
始
め
、
24
年
度
ま
で

に
２
６
５
名
を
養
成
。
イ
ノ
シ
シ
の
専

門
家
を
育
て
、
そ
の
人
た
ち
が
ま
た
、

農
家
を
イ
ノ
シ
シ
の
専
門
家
に
育
て
て

い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
熊
本
県
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。

経
済
部

  「
わ
な
」「
追
い
払
い
活
動
」

「
緩
衝
帯
」
設
置
、「
侵
入
防
止
柵
」
な

ど
の
整
備
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
市
町
村
と
連
携
し
専
門
家
を

招
い
た
研
修
会
な
ど
が
あ
り
、
鳥
獣
に

対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
や
鳥
獣
に

強
い
農
地
づ
く
り
の
展
示
圃
場
の
設
置

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

福
嶋　
で
は
、
天
草
市
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
行
な
っ
て
い
る
か
。

経
済
部 　

捕
獲
隊
員
、
行
政
、
農
協

等
を
会
員
と
す
る
「
天
草
市
有
害
鳥
獣

捕
獲
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
、
わ
な

の
購
入
や
、
侵
入
防
止
柵
の
整
備
を
す

る
な
ど
の
被
害
防
止
対
策
を
推
進
し
て

い
る
。

福
嶋　
長
崎
県
と
似
た
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
結
果
は
出

て
い
な
い
。
長
崎
県
は
教
育
シ
ス
テ
ム

が
で
き
て
い
て
、
結
果
が
出
て
い
る
。

熊
本
県
へ
長
崎
県
の
よ
う
な
教
育
シ
ス

テ
ム
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

早
速
、県
へ
要
望
を
提
出
す
る
。

福
嶋　
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
肉
を
商
品

化
は
し
な
い
の
か
。

経
済
部 　

平
成
19
年
度
か
ら
天
草
苓

明
高
校
と
連
携
を
し
て
、
商
品
開
発
に

取
り
組
み
、
商
品
化
ま
で
来
て
い
る
。

地
震
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策

骨
髄
提
供
者
の
助
成
制
度
創
設
を

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

福嶋啓子
議員

赤
木

赤
木

田　
　

平
成
21
年
８
月
、市
民
と
行
政

の
協
働
指
針（
以
下
指
針
）が
策
定
さ
れ

た
。
指
針
取
り
組
み
全
体
の
年
度
毎
の

評
価
・
検
証
・
見
直
し
は
実
施
し
た
の

か
。
ま
た
、
結
果
は
市
民
に
公
表
さ
れ

た
の
か
。こ
の
こ
と
は
行
政
に
と
っ
て
、

市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
上
で
、
信

頼
関
係
構
築
に
最
も
大
切
と
考
え
る
。

所
管
部
長　
　

指
針
全
体
で
の
ま
と
め

は
し
て
い
な
い
、
個
々
の
活
動
の
中
で
公

表
・
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
。
全
体
と

し
て
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
思

う
。
今
後
は
市
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る

意
識
の
向
上
、
ま
た
市
民
と
行
政
が
真

の
意
味
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
協

働
を
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
と
し
て
明

確
に
し
、
共
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

田
中　
千
歳
市
で
は
、年
度
毎
に
、「
市

民
協
働
行
動
計

画
」
を
策
定
、

必
要
事
項
を
調

査
・
審
議
し
実

践
す
る
機
関
と

し
て
市
民
と
職

員
で
構
成
す
る

「
協
働
推
進
会

議
」
を
設
置
、

協
働
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。
本
市
で
も
評
価
・
見
直
し
は

市
民
と
の
協
働
で
や
る
べ
き
と
思
う
。

指
針
に
示
す
取
り
組
み
を
も
っ
と
着
実

に
実
施
す
べ
き
。

【
自
治
基
本
条
例
制
定
に
つ
い
て
】

田
中　
市
民
に
対
し
、
意
見
交
換
会
・

素
案
説
明
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
職
員
へ
の
研
修
等

を
実
施
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
周
知
が
図

れ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

所
管
部
長　
　

 

参
加
数
が
多
い
と
は

言
え
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
、
機

会
を
多
く
設
け
た
の
で
そ
れ
な
り
の
周

知
効
果
は
あ
っ
た
と
思
う
。

田
中　
素
案
づ
く
り
等
の
段
階
で
市
民

各
層
に
参
加
し
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
の
実
施
を
提
言
し
た
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
。
現
状
に
お
い
て
制
定
諸

条
件
が
整
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

時
期
の
再
検
討
を
。

市
長　

自
治
基
本
条
例
は
「
つ
く
る
条

例
」
で
は
な
く
「
育
て
る
条
例
」
だ
と

考
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
基
本
的
な
ル
ー
ル
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
。

田
中

田
中

田
中

田
中

赤
木

赤
木

赤
木

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

｢

市
民
と
行
政
の
協
働
指
針
」
の
推
進
策
の

評
価
と
自
治
基
本
条
例
制
定
に
つ
い
て

田中　茂
議員

赤木武男
議員

C地区受益者

C地区受益者

C地区受益者

対策のつながり
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通院手段の確保が今後の課題

ほ

経
済
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

市
長

総
務
部
長

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

市
長

市
長

市
長

市
長

あまくさ市議会だより 11 あまくさ市議会だより 10

一 般 質 問

本
田　
天
草
市
は
施
設
や
機
能
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
ま
で
も
が
、
中
心
部
に
集
約

さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
周
辺
部
が
置

き
去
り
に
さ
れ
る
と
危
惧
し
て
い
る

が
、「
集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

市
長　

各
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
産

業
振
興
等
に
よ
る
雇
用
創
出
等
、
地
域

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
本
庁
・
支
所

の
連
携
の
強
化
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

【
乳
幼
児
検
診
等
の
あ
り
方
】

本
田　
合
併
に
よ
り
、
周
辺
住
民
は
、

遠
隔
地
ま
で
乳
幼
児
を
連
れ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
市
民
を
動

か
す
の
で
は
な
く
、
市
役
所
が
動
く
方

法
は
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部　

  

小
児
科
医
の
確
保
が

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
３
箇
所

で
の
受
診
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
現
状

で
あ
る
の
で
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

【
通
院
難
民
・
買
い
物
難
民
対
策
】

本
田　
交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
・
障

害
者
の
方
た
ち
の
対
策
と
し
て
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
導
入
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

地
域
振
興
部　

  

本
年
度
予
定
し
て
い

る
「
天
草
市
公
共
交
通
連
携
計
画
」
策

定
の
中
で
検
討
す
る
。

【
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
】

本
田　
定
員
適
正
化
計
画
実
現
の
た
め

に
も
不
可
欠
と
思
う
が
、
窓
口
業
務
の

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
早
期
実
施
は
。

市
長　

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
余

剰
人
員
の
施
策
部
門
へ
の
配
置
が
可
能

と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
窓
口
業
務
に

つ
い
て
は
、
住
民
生
活
に
密
接
に
関
連

し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
新
庁
舎
建
設

と
併
せ
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
に
つ
い
て

本
田

本
田

本
田

本
田

本田武志
議員

市
長

健
康
福
祉
部
長

地
域
振
興
部
長

市
長

自治基本条例の説明会


